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い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
体
を
動
か
す

の
が
大
好
き
で
、
大
学
で
は
軟
式
野
球
部
に

所
属
し
て
い
る
私
で
す
が
、
今
回
ご
紹
介
す

る
の
は
、
そ
ん
な
私
に
ピ
ッ
タ
リ
の
施
設
、

富
山
県
岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
す
。

公
園
内
に
入
る
と
ま
す
目
に
つ
く
の
は
、

巨
大
な
円
錐
形
の
建
物
F

健
康
ス
ポ
ー
ツ
ド

ー
ム
九

こ
こ
で
は
、
雨
や
雪
な
ど
の
天
侯

に
左
右
さ
れ
ず
に
年
間
を
通
じ
て
テ
ニ
ス
な

ど
の
野
外
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
は
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
ほ
か
、
芝
グ
ラ
ン
ド
の
本
格
的
な

スポーツと憩いの緑地公園
富山県岩瀬スポーツ公園

岡本真実さんレポーター:富山国際大学
(表紙の人)

k
r
 コ芝工人な的格本企

で
し
ょ
う
。
所
々
に
は
、
ス
ポ

ー
ツ
を
し
た
後
の
お
し
ゃ
べ
り

に
は
最
適
芯
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
芯

休
憩
企
円
か
建
ち
並
び
ま
す
。
今
後

は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
増
設
や
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
な
ど
も
計
画
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
口

こ
の
秋

、
み

な
さ
ん
も
こ
こ

富
山
県
岩
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で

ス
ポ
ー

ツ
に
遊

び
に
爽
や
か
な

汗
を
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

企 健康スポーツドーム内

サ
ッ
カ
ー

・
ラ
グ
ビ

ー
場
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
広
場
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
テ

ニ

ス
コ
ー
ト
は
、
ク
レ
ー
ゴ
|
ト
、

工
芝
コ
ー
ト
を
併
せ
て
二
十
八
面
と
充
実
。

ま
た
、
こ
こ
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
く

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
憩
い
の
場
と
し
て
も

お
勧
め
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
あ
た
り
一

面
芝
生
で
お
お
わ
れ
た
F

児
童
広
場
d

に
は
、

い
ろ
ん
芯
遊
具
で
元
気
に
遊
ぶ
子
供
た
ち
の

声
、が
こ
だ
ま
し
ま
す
。
ま
た
、
落
ち
着
い
た

風
情
を
漂
わ
せ
る
日
本
庭
園
風
の

，修
景
広

場
d

で
、
散
策
や
読
書
を
楽
し
む
の
も
い
い

幼
な
じ
み
が
つ
か
ん
だ
栄
冠

秋
島
さ
ゆ
り
さ
ん

水
上
真
帆
さ
ん

水
橋
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

先
頃
、
鳥
取
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
合

体
育
大
会
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
(
女
子
)
で
、

団
体
お
よ
び
個
人
の
ブ
ル

l
レ
、
エ
ペ
の
両
種

目
を
制
す
る
と
い
う
完
全
優
勝
を
な
し
遂
げ
た

水
橋
高
校
。
団
体
、
個
人
と
も
他
を
寄
せ
つ
け

な
い
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
ま
し
た
。
「
最
初
か

ら
目
標
は
団
体
優
勝
す
る
こ
と
だ
け
で
し
た

。

個
人
戦
は
無
欲
で
望
め
た
の
が
好
結
果
に
つ
な

が
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
声

を
そ
ろ
え
る
の
は
、
フ
ル

l
レ
の

覇
者
、
秋
島
さ
ゆ
り
さ
ん
と
、
エ

ペ
の
覇
者
、
水
上
真
帆
さ
ん
。

二
人
は
、
小
学
校
時
代
か
ら
富

山
市
内
の
同
じ
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
、
腕
を
磨
き
あ
っ

て
き
た
ラ
イ
バ
ル
同
志
。
十
年
来

の
付
き
合
い
で
気
心
の
知
れ
合

っ

た
二
人
で
す
が
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

の
ス
タ
イ
ル
は
全
く
正
反
対
で
あ

る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ

で
す
。
秋
島
さ
ん
の
方
は
パ
ワ
フ

ル
が
信
条
。
「
駆
け
引
き
は
苦
手
で
、

と
に
か
く
無
心
で
攻
め
て
い
き
ま

す
。
考
え
た
ら
逆
に
負
け
て
し
ま

う
ん
で
よ
。
先
生
に
も
、

『
お
前
は

と
に
か
く
何
色
考
え
ず
に
思
い
切

‘秋島さゆりさん(左)と
水上真帆さん(右)

っ
て
行
け
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
ね
。
」
と
笑

い
ま
す
。

一
方
、
水
上
さ
ん
は
駆
け
引
き
が
信

条
。
「
じ
っ
く
り
攻
め
て
、
相
手
が
何
も
で
き

な
い
よ
う
に
追
い
込
ん
で
い
く
の
が
得
意
で

す
。
」
そ
ん
な

二
人
で
す
か
ら
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
に
感
じ
る
魅
力
も
異
な
り
ま
す
。
秋
島
さ
ん

は
、
フ

ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
(
試
合
)
で
無
意
識
の

う
ち
に
体
が
反
応
し
て
う
ま
く
対
処
で
き
た
と

き
に
喜
び
を
感
じ
る
と
言

い
ま
す
。
「
あ
の
反

復
練
習
の
成
果
が
出
た
ん
だ
な
と
思
う
と
、

本

当
に
嬉
し
い
ん
で
す
よ
。
」
そ
れ
に
対
し
、
水

上
さ
ん
は
戦
術
面
で
の
魅
力
を
強
調
し
ま
す
。

「
自
分
の
読
ん
だ
通
り
に
相
手
が
動
い
て
く
れ

て
、
作
戦
が
ズ
パ
リ
当
た

っ
た
と
き
は
快
感
で

す
ね
。
」
実
際
に
対
戦
し
た
ら
ど
ち
ら
が
強
い

か
と
の
問
い
に
は
、
「
ほ
と
ん
ど
互
角
だ
よ
ね
。
」

と
顔
を
見
合
わ
せ
て
微
笑
む

二
人
。

さ
て
、
次
な
る
目
標
は
、
十
月
の
国
体
で
優

勝
し
、
イ
ン
タ
ハ
イ
と
合
わ
せ

二
冠
を
達
成
す

る
こ
と
。
ま
た
、
卒
業
後
は
と
も
に
関
東
の
大

学
に
進
学
す
る

予
定
で
、
今
度
は
敵
と
し
て

別
々
の
チ

l
ム
で
戦
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
仲
良
し
を
自
認
す
る
二
人
で
す
が
、

こ
れ

か
ら
も
よ
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
競
い
合

い
、
将

来
、
日
本
を
代
表
す
る
選
手
に
育
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

ー 月 四 | 
企 楽しい遊具がいっぱい

散策も楽しめます 砂

所在地 富山市森3-1

9: 00~17: 00 
開園時間 (テニスコー卜、スポッドムは

日曜日祝日を除き21:00まで)

休園日
火曜日 (祝日を除く)
祝日の翌日 (土 日を除く )

入園料
無料
施設利用は有料、要申込み

問合せ " 0764 (38) 4880 
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開

寄港「飛朔」TSL実験船

2 

超
高
速
貨
物
船
・
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー

(
T
S
L
)
の
実
験
船
「
飛

朔
」
が
八
月
十
二
日
、
富
山
新
港
に
入
港
し
、
中
沖
知
事
ら
約
百
人
が
出
席
し

て
入
港
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
凶
寄
港
し
た
「
飛
朔
」
は
、
全
長
約
七
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
十
八
・
六
メ
ー

ト
ル
で
、
近
未
来
の
海
上
輸
送
の
主
役
に
と
期
待
さ
れ
る
実
用
船
の

約
二
分
の
一
の
大
き
さ
の
実
験
船
。
最
大
速
力
は
約
五
十
四
ノ
ッ
ト

(
時
速
百
キ
ロ
)
を
誇
り
、

グ
海
の
新
幹
線
。
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
気
圧
で
船
体
を
浮
か
せ
て
進
む
た
め
、
荒
天
時
で
も
高
速

走
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
中
沖
知
事
は
「

T
S
L
は
物
流
に
革
命
的

変
化
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
、
日
本
海
国
土
軸
構
想
の
推
進
、
環

日
本
海
交
流
の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
」
と
述
べ
、
そ
の
誘
致
に
向

け
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

T
S
L
が
、
富
山
を
母
港
に
就
航
す
れ
ば
、
北
海
道
・
九
州
の
日

本
海
沿
岸
は
も
と
よ
り
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
韓
国
・
ソ

ウ
ル
と
も
、

一
日
一
往
復
で
き
る
環
日
本
海

一
日
経
済
圏
が
形
成

さ
れ
、
空
路
と
併
せ
、
よ
り
充
実
し
た
環
日
本
海
交
流
が
実
現
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

会員~@)$~íS~~~

富山砂~宙副ヘ

野
生
生
物
の
映
像
フ
ィ
ル
ム
を
通
じ
て
地
球
の
素
晴
ら
し
き
を
知
り
、

環
境
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
八
月
二
十
四
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
何
世
界
野
生
生
物
映
像
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
と
な
ら
ぶ
日
本
で
の
野
生
生
物
映

像
祭
で
あ
り
、
海
外
ゲ
ス
ト
の
参
加
の
も
と
富
山
で
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、

一
昨
年
に
続
き
二
度
目
と
な
る
今
回
は
世
界
二
十
八
か
国
か

ら
百
六
十
四
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
会
期
中
は
、
最
終
ノ
ミ

ネ
ー
ト
作
品
十
七
本
を
終
日
上
映
。
ま
た
、
ビ
デ
オ
で
全
応
募
作
品
を

楽
し
む
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
環
境
劇
、

併
催
イ
ベ
ン
ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
写
真
展
な
ど
多

彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
市
民
プ
ラ
ザ
前
大
手
モ

l
ル
で

は
、
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
聞
か
れ
、
連

日
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
授
賞
式
で
は
、
大
賞
に

選
ば
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
作
品

『砂
の
謎
』
の
ほ
か
八
作
品
を
表
彰
。

富
山
市
、
黒
部
市
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
含
め
三
万
人
を
超
え
る
来

場

者

を

集

め

た

本

フ

ェ

ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
よ
り
、
富

山
か
ら
発
信
さ
れ
た
自
然
賛

歌
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
日
本
各

地
で
、
さ
ら
に
世
界
各
地
で
大

き
く
花
聞
き
、
地
球
規
模
で
の

環
境
保
全
が
一
層
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ト
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潟富羽お恒
戦後50周年記念富山県戦没者追悼式

辛租ヘ@圃

企「戦時下の暮らし震」で品物に見入る人々

戦
後
五
十
年
の
終
戦
記
念
日

を
迎
え
た
八
月
十
五
日
、
県
戦

没
者
追
悼
式
が
富
山
県
民
会
館

で
遺
族
ら
約
千
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

犠
牲
者
た
ち

の
霊
を
慰
め
ま
し

た
。

式
で
は
中
沖
知
事
が
、
「
県
民

一
人
ひ
と
り
が
、
世

界
の
恒
久
平
和
に
貢
献
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に

し
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
正
午
に
合
わ
せ

全
員
で
黙
と
う
。

千
田
県
議
会
議
長
、
県
市
長
会
長

の
正
橋
富
山
市
長
、
県
町
村
会
長
の
冨
樫
立
山
町

長
、
演
岡
県
遺
族
会
長
の
追
悼
の
言
葉
に
引
き
続

き
、
県
選
出
国
会
議
員
、
各
郡
市
の
遺
族
代
表
が

次
々
と
霊
前
に
菊
の
花
を
捧
げ
、
犠
牲
者
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。
追
悼
式
終
了
後
に
は
平
和
祈
念
コ

ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
富
山
市
の
「
ク
l

ル
・
ク
ロ
ア
」
、

高
岡
市
の
「
ヴ
ォ

l
チ
ェ
・
フ
ォ
ン
タ

l
ナ
」
の
二

つ
の
合
唱
団
が
、
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
、
戦
時
中
の
様
子
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
民
会
館
ロ
ビ

l
で
「
戦
時
下
の
暮
ら
し
展
」
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
大
勢
の
人
々
は
、
軍
服
や
配
給
切
符
な
ど
戦
争
の
悲
惨
き

を
物
語
る
品
々
や
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
を
見
て
回
り
、
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

...黙とうを捧げる参加者たち

ーー唱
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屋根裏のフクロウ一家」砂

:イギリス)の 1コマ

テクノスーパーライナ一実験船「飛期」寄港

(~21 日)

第2回 Uターンフェア・イン・とやま

戦後刊周年記念富山県戦没者追悼式及び

祈念コンサート

ジヤ'"ン・ワイルドライフ・フェスティパル '95

(~27 日)

第13回北方領土返還要求富山県大会

主要地方道高岡羽咋線バイパスおよび

国吉大橋竣工式

第50回国民体育大会夏季大会結団壮行会

障害者雇用促進街頭キャンベーン

主要地方道高岡小杉線竣工式

まちのかお建築系・都市計画系大学院生等見学会

「まちのかおづくり事業」日本建築学会文化賞

受賞交流会

障害者雇用促進大会

平成 7 年 B 月 11 日~g 月 10日

8月12日

8月14日

8月15日

8月24日

8月26日

8月29日

8月31日

9月1日

9月4日

9月5日

9月8日

.--



会の進展、大規模小売后舗法の規制緩和など、商

ます。

一人当たりの小売屈の庖舗数が多く、一庖舗当た

となっています。また、商庖街は郊外での新たな

にあります。一方、地元主導の共同居舗が数多く

の形成も進められています。

本県の商業が活性化していくためには、このような環境の変化に的確に対応し、また

零細性等の課題を克服して企業体質の強化を図っていくとともに、地域の特性を踏まえ

ながら地域住民にとって親しみのある商業空闘を形成していくことが必要です。

ここでは、本県の商業の特徴や、魅力ある商業空間づくりを図るための県の施策など

について紹介します。

り業空間づく
5.5% 

富山県 全国

人口千人当たり商広数 15.4庖 (全国第 5位) 12.1庖

人口千人当たり売場面積 1，193m' (全国第 9位) 978 m' 

1 i商底当たり従業員数 4.2人 (全国第39位) 4.9人

l商l苫当たり年問販売額 7，528万円 (全国第32位) 9，556万円

表 3

平成 3年

平成 6年

資料 :r大規模小売庖舗の概要J (県商業振興課)

備考 :面積占有率は、小売庖の全売場面積に占める大

規模小売庖舗の庖舗面積の割合をいう 。

面積占有率(%)

35.5 

40.2 

資料:平成 6年商業統計、人口は住民基本台帳

県内の大規模小売庖舗の届舗数等の推移

特集/魅力ある商業空間づくり

全

34イ立

1，499，923 

A 6.2% 

1.16% 

6.6% 

単位当たりの小売業の状況

庖舗数(/吉)

178 

209 

資料 :平成 6年商業統計

平成3年調査との比較

表 2

表 |

同三割

邑

平
成
六
年
の
商
業
統
計
の
結
果
に
よ
る
と
、
本
県
の
小
売

庖
舗
数
は

一
七、

三
三

O
庖
で
、
前
回
(
平
成
三
年
)
に
比
べ

て
、
六
・
二
パ

ー
セ
ン
ト
減
少
。
ま
た
、
人
口
千
人
当
た
り
の

小
売
庖
舗
数
は

一
五

・
四
庖
、

一
庄
当
た
り
の
従
業
員
数
は

四
・
二
人
、
同
販
売
額
は
七
、
五
二
八
万
円
と
、
小
規
模
零
細

な
小
売
庖
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す

(表
1

・2
)
。

中
で
も
、
近
年
の
郊
外
に
お
け
る
新
た
な
商
業
集
積
の
高

ま
り
な
ど
に
よ
り
、
各
地
域
の
商
庖
街
は
厳
し
い

状
況
に
置

か
れ
て

い
ま
す。
特
に
、

空
き
庖
舗
が
増
加
し
て
い
る
商
庄
街

が
目
立
っ

て
き
て
お
り
、
そ
れ
が
商
庄
街
と
し
て
の
魅
力
を

減
退
さ
せ
る
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の

一
方
で
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

ロ
l
ド
サ
イ

ド
庖
な
ど
、
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
す
る
新
し

い
業
態
の
庖
舗
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、

五

0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
型
庖
は、

県
内

に
二

O
九
百
舗
と
、
大
規
模
小
売
底
舗
法
の
規
制
緩
和
後
、
徐

々
に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す

(表

3
)
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
県
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
高
度
化

資
金
を
活
用
し
た
地
元
の
中
小
商
業
者
に
よ
る
商
底
近
代
化

事
業
、
共
同
施
設
の
設
置
、
庖
舗
共
同
化
事
業
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
特
に
共
同
庖
舗
は
現
在
二

O
庖
舗
と
、
か
な
り
の
設
置

を
み
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
商
業
が
県
民
に
新
た
な
生
活
文
化
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
積
極
的
に
提
案
す
る
生
活
創
造
型
商
業
と
し
て
発

展
し
て
い
く
た
め
に
、
以
上
の
よ
う
な
本
県
に
お
け
る
商
業

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

商

庄

街

は

、

商

品

や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ

て
県
民
生
活
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
地
域
社
会
の

核
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

地
域
の
人
々
の
豊
か
な
生

活
を
支
え
る
と
と
も
に
、

多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、

交
流
し
、
そ
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る

商
業
空
間
と
な
る
よ
う
な

商
庄
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

∞
商
業
環
境
の
整
備

消
費
者
の
購
買
力
を
引
き
出
し
て
い
く
た
め
に
は
、
便
利

で
快
適
な
商
業
環
境
の
整
備
が
必
要
で
す
。

県
で
は
、
商
業
環
境
の
整
備
の
た
め
に
ア
ー
ケ
ー
ド
、
カ

ラ
l
舗
装
、
街
路
灯
、
駐
車
場
な
ど
の
公
共
的
施
設
等
に
対
す

る
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す。

例
え
ば
、
近
年
で
は
富
山
市
の
西
町
商
庄
街
、
氷
見
市
の
本

町
商
庄
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
や
、
砺
波
市
の
と
な
み
駅
前
商
庖

街
の
カ
ラ

l
舗
装
、
井
波
町
本
町
通
り
商
底
街
の
街
路
灯
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
の
賑
わ
い

の
演
出
や
、
町
の
顔
づ
く
り
の
た
め
の

施
設
に
対
す
る
補
助
制
度
も
設
け
て
お
り
、
富
山
・高
岡
中
心

商
庖
街

の
透
明
シ
ャ

ッ
タ
ー
や
、
高
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
デ

パ
ー
ト
、

富
山
市

の
奥
田
ビ
ル
商
店
街

の
ア
l
卜
シ
ャ

ッ

タ
ー
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
商
庄
街
全
体
を
総
合
的
に
環
境
整
備
す
る
た

5 



‘「たかまちまつり夜の市」

(高岡市)

め
、
個
々
の
庖
舗
の
改
造
に
加
え
共
同
施
設
や
街
路
拡
幅

等
を
行
う
商
庖
街
近
代
化
事
業
が
あ
り
、
福
光
本
町
商
庄

街
、
小
矢
部
市
石
動
銀
座
商
庖
街
、
中
新
湊
商
届
街
な
ど

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
岡
市
の
御
旅
屋
通
り
商
庄
街
に
お
い
て
は
、

市
街
地
再
開
発
事
業
を
活
用
し
て
再
開
発
ビ
ル
「
御
旅
屋

セ
リ
オ
」
が
整
備
さ
れ
、
商
庖
街
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

⑫
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実

商
庖
街
の
賑
わ
い
や
個
性
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

県
で
は
中
小
商
業
活
性
化
基
金
の
運
用
益
を
活
用
し
て
、

商
庖
街
の
イ
ベ
ン
ト
や
商
庖
街
活
性
化
の
た
め
の
調
査

研
究
・計
画
策
定
事
業
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
数
の
商
庖
街
が
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

い
ま
す
が
、
昨
年
度
の
例
と
し
て
は
、
各
市
町
村
の
商
庖

街
で
実
施
す
る
住
民
参
加
型
の
「
商
庖
街
イ
ベ
ン
ト
事

業
」
、
地
域
の
伝
統
等
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
「
賑
わ
い
創
出
事
業
」
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
の
光
の

演
出
や
夜
間
活
性
化
型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
「
光
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
商
庖
街
事
業
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
富
山
市
・
高
岡
市
中
心
商
庖
街
に
お
い
て
夜

の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
行
わ
れ
た
「
商
底
街
ナ
イ

ト
・
ア
ジ
・
バ
ザ

l
ル
事
業
」
は
、
商
庖
街
の
営
業
時
間

の
延
長
と
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
・販
売
促
進
活
動
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
夜
型
社
会
に
マ

ッ
チ
し
、
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
総

曲
輪
通
り
、
中
央
通
り
、
西
町
な
ど
富
山
市
中
心
商
庖
街

に
よ
る
共
通
駐
車
券
の
導
入
事
業
な
ど
、
商
庖
街
活
性
化

に
向
け
た
様
々
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業
で
特
色
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
福
光

町
商
業
会
が
国
や
県
の
支
援
を
受
け
て
全
国
に
先
駆
け

て
導
入
し
た
総
合

P
O
S
カ
l
ド
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
富
山
市
の
中
央
通
り
商
庄
街
で
は
、
マ
ル
チ

特集/魅力ある商業空間づくり

』

魅力ある
商業空間づくりを
目指して

荒井直志さん

富山市中央通商栄会は、アーケード等のハード環境の整備

にいち早く取り組んだほか、共同駐車場の早期設置、共同イベ

ントの積極的展開など、活発な活動を続ける商庖街の一つで

す。商栄会理事の荒井直志さんにお話を伺いました。

富山市中央通商栄会理事

-
共
同
事
業
の
展
開

中
央
通
り
で
は
、
青
年
部
が
中
心
と
な
り
夏
祭
り
な
ど

の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

売
上
増
に
即
直
結
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
商

品
に
し
ろ
イ
ベ
ン
ト
に
し
ろ
『
中
央
通
り
に
行
け
ば
何
か

が
あ
る
ぞ
』
と
お
客
さ
ん
に
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ

が
結
果
と
し
て
集
客
に
つ
な
が
る
ん
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
も
、
お
庖
に
関
す
る
街
頭
ア
ン

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
最
新
の
映
像
情
報
技
術
を
活
用
し
て
、

買
い
得
情
報
や
観
光
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
商
業
に

は
、
消
費
者
ニ

l
ズ
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

対
応
す
る
こ
と
に
加
え
、

街
づ
く
り
の
視
点
に
立
っ

た
新
た
な
商
業
空
間
の
形

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。県

で
は
、
商
業
集
積
を

核
と
し
た
街
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
地
元
市
町

村
や
商
業
者
な
ど
が
出
資
し
て
「
街
づ
く
り
会
社
」
を
設
立

し
、
商
業
施
設
の
ほ
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ

l
ル
や
公
固

な
ど
の
商
業
基
盤
施
設
や
公
共
施
設
を
一
体
と
し
て
整
備
す

る
事
業
に
対
し
て
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
上
市
町
で
は
西
中
町
商
店
街
の
近
代
化
事
業
と

併
せ
て
、
「
街
づ
く
り
会
社
」
に
よ
る
多
目
的
ホ

l
ル
や
駐
車

場
な
ど
の
設
置
と
共
同
庖
舗
「
カ
ミ
!
ル
」
の
整
備
を
一
体
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
朝
日
町
の
「
ア
ス
カ
」
で
は
、
特
定
商
業
集
積
法
の

全
国
第

一
号
と
し
て
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会
議
室
な
ど
を
併
設

し
た
共
同
庖
舗
を
整

備
。
同
様
に
特
定
商
業

集
積
法
の
適
用
を
受
け

た
福
野
町
の
「
ア
・

ミ
ユ
|
」
で
は
、
シ
ョ

ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
て
温
水
プ

l
ル
や

ア
ス
レ
チ

ッ
ク
な
ど
の

健
康
増
進
施
設
や
ホ
テ

ル
な
ど
を
一
体
化
し
て

整
備
し
て
い
ま
す
。

ケ

l
ト
な
ど
を
行
っ
て
今
後
の
商
庖
街
づ
く
り
に
役
立
て
た

り
、
講
師
を
呼
ん
で
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
き
、
経
営
者
や
販
売
員
の

啓
発
を
行
う
な
ど
、
そ
の
活
動
は
様
々
で
す
。
こ
れ
ら
が
功
を

奏
し
て
か
、
商
店
街
全
体
と
し
て
の
売
上
は
や
や
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

-
商
届
街
の
魅
力

商
匝
街
の
魅
力
は
、
第
一
に
個
性
の
あ
る
専
門
庄
の
集
合

体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

い
ろ
ん
な
お
庖
に
入
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
カ
ラ
ー
を
楽
し
む
と
こ
と
は
、
庖
内
の
雰
囲
気
が
画

一

的
な
大
型
庄
で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

商
品
を
買
う
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
す
れ
違
っ
た
り
そ
の
場

の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
だ
り
で
き
る
の
も
商
庖
街
の
大
き
な
魅

力
で
し
ょ
う
ね
。

-
個
性
化
の
時
代
を
迎
え
る
商
眉
街

最
新
の
流
行
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
地
方
に
も
た
ら
さ
れ
る

今
日
、
消
費
者
は
流
行
に
非
常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
各
庖
は
そ
う
し
た
流
行
を
常
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
配
者
の
持
ち
物
に
若
者
が
憧
れ
る
と
い

う
の
は
昔
の
系
図
で
、
今
は
む
し
ろ
年
配
者
が
若
者
の
流
行

を
真
似
る
傾
向
に
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
か
に
若
者

の
心
を
引
き
つ
け
る
よ
う
な
個
性
を
打
ち
出
し
て
い
く
か
が

ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
え
ま
す
。

売
上
を
伸
ば
し
て
い
る
庖
の
特
徴
は
、
品
ぞ
ろ
え
の
豊
富

さ
と
従
業
員
の
資
質
の
高
さ
で
す
。
こ
こ
で
い
う
品
ぞ
ろ
え

と
は
、
百
貨
庄
の
様
な
間
口
の
広
さ
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

個
性
を
重
ん
じ
た
品
ぞ
ろ
え
と
い
う
こ
と
。
中
央
通
り
に
も

酒
落
た
雑
貨
底
や
舶
来
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
専
門
庖
な

ど
、
こ
だ
わ
り
で
繁
盛
し
て
い
る
庖
が
結
構
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
佃
底
レ
ベ
ル
は
も
と
よ
り
、
中
央
通
り
全
体
と
し
て

も
従
来
か
ら
の
伝
統
・
信
頼
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に

す
る
と
と
も
に
商
庖
街
独
自
の
カ
ラ
ー
を
打
ち
出
し
、
こ
れ

か
ら
も
県
民
に
親
し
ま
れ
る
商
業
空
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
ね
。

6 

お

今
日
の
消
費
者
ニ

l
ズ
の
多
様
化
や
消
費
者
の
商
品
知
識

が
豊
富
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
個
々
の
商
庄
の
経
営

努
力
が
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
か
ら
支
持
さ
れ
る
魅
力
あ
る
個
庖
を
つ
く

っ
て
い

く
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
各
経
営
者
が
企
業
化
意
識
と
十
分

な
知
識
・
情
報
を
持

っ
て
経
営
管
理
に
当
た
り
、
環
境
変
化
に

的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
商
庖
街
に

お
い
て
は
、
個
々
の
庖
が
「
元
気
あ
る
庖
」
、
「
個
性
的
な
庖
」
、

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
庄
」
な
ど
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
全
体

が
生
き
生
き
と
し
て
く
る
と
息
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
対
す
る
支
援
と
し
て
は
、
県
が
行
っ
て
い
る
商

庖
診
断
の
ほ
か
、
各
商
工
会
議
所
・商
工
会
の
経
営
改
善
普
及

事
業
や

エ
キ
ス
パ
ー
ト
パ
ン
ク
事
業
、
小
売
商
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
小
売
商
業
活
性
化
相
談
事
業
や
売
れ
筋
商
品
等
小
売

商
業
に
関
す
る
情
報
提
供
、
商
業
者
を
対
象
と
し
た
研
修
等

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
商
業
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、
単
に
商
品
を
販
売
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
街
の
賑
わ
い
や
ア
メ

ニ
テ
ィ

l
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
商
業

は
こ
の
よ
う
な
街
づ
く
り
の
核
よ

な
る
も
の
で
す
。

ゆ

商
業
を
核
と
し
た
街
づ
く
り
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住

民
、
商
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

県
で
は
、
今
後
と
も
各
地
域
に
ぶ

い
て
魅
力
あ
る
商
業
空
間
が
形
成

さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

7 
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約400年の歴史を誇る高岡銅器は全国90%のシェアを誇る。

また大伴家持ゆかりの地として万葉歴史館を拠点施設に“万

葉のふるさとづくり"を進めている。

古くから県西部の中心であり、近年では、国立高岡短大や

県工業技術センターを中心として、伝統工芸やハイテクを活

かした産業の振興も行われている。

ふ
る
さ
と
活
性
化

グ
仕
掛
け
人
集
団
。

地
域
活
性
化
企
画
装
置
わ
を
ん
本
舗

ふるて守主み

、，
E I I 

-司歯車位溢週
P -オブクてテイ大空へ向かっ

富山ラジコンヘリクラブ

面積 150.38km'

(平成 7年 7月|日現在)

少
年
の
頃
、
一
度
は
抱
く
大
空
へ
の
夢
。
そ
の
夢
を

抱
き
続
け
、
ち
ょ

っ
と
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
気
分
を
味

わ
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
、
「
富
山
ラ
ジ
コ
ン
へ
リ
ク

ラ
ブ
」
で
あ
る
。

「
愛
好
者
相
互
の
交
流
、
技
術
面
で
の
上
達
、
飛
ば

す
場
所
を
含
め
た
安
全
面
で
の
ル
ー
ル
作
り
な
ど
を

進
め
よ
う
と
県
内
愛
好
者
仲
間
に
呼
び
か
け
て
、
昭
和

六
十
三
年
に
結
成
し
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
ク
ラ
ブ

顧
問
の
西
海
昭
さ
ん
。
「
ラ
ジ
コ
ン
へ
リ
の
ク
ラ
ブ
組

織
は
県
内
で
は
ウ
チ
だ
け
で
す
。
現
在
、
高
校
生
か
ら

年
配
の
方
ま
で
約
七
十
名
の
会
員
が
い
ま
す
」
初
心
者

を
含
め
た
新
会
員
も
歓
迎
し
て
い
る
そ
う
だ
。

「
こ
れ
ま
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
き
れ
て
模
範

飛
行
を
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
子
供
た
ち
は
大
喜
ぴ
で

す
ね
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
に
は
趣
味
が
高
じ
て
本
物
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
資
格
を
取
っ
た
人
も
い
る
ん
で
す
よ
」

と
西
海
さ
ん
。

こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
庄
川
河
川
敷
で
毎
年
五
月
に
県

内
唯
一
の
ラ
ジ

コ
ン
へ
リ
大
会
を
開
催
。
県
内
外
か
ら

の
多
く
の
参
加
者
や
見
物
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
三
年
か
ら
同
河
川
敷
に
ラ
ジ
コ
ン
へ
リ
専
用

の
土
地
を
借
り
て
い
る
。

い
つ
で
も
利
用
で
き
る

の

は
、
県
内
で
は
こ
こ
だ
け
だ
そ
う
だ
。

「
同
じ
ゃ
る
な
ら
将
来
地
元
で
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会

が
開
催
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」
西
海
き
ん
の
夢
は

ラ
ジ
コ
ン
へ
リ
同
様
、
大
空
へ
と
飛
び
立
つ
。

砂
地
域
活
性
化
に
向
け
て

に根ざした
しい文化の拠点

10 

~ 

のん

¥

さ

守

『
し
首
も
め

声
】

‘

義梶企

』
F

カ
ロ
闇

舗

産

本

土
ん

た

を

し

わ

発開

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
探
リ
自
分
た
ち
で
考
え
て

い
こ
う
と
平
成
五
年
に
結
成
さ
れ
た
の
が
、
ニ
だ
わ
り
人
聞
が
集
ま
っ

た
頭
脳
集
団
、
「
地
域
活
性
化
企
画
装
置
わ
を
ん
本
舗
」
で
あ
る
。

「地
場
産
業
以
外
に
も
も

っ
と
高
岡
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
を
考

え
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
行
動
力
の
あ
る
人
を
募
り

よ
し
み

・

ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
代
表
者
の
梶
義
己
さ
ん
。
「
メ
ン
バ
ー
は
フ

リ
l
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
民
舞
踏
講
師
、
板
前
、
美
容
師
、
会
社
員
な
ど
、

現
在
十
九
名
い
ま
す
。
『わ
を
ん
』
と
は
五
十
音
の
列
か
ら
外
れ
た
文
字

で
、
型
に
は
ま
ら
な
い
自
由
さ
を
意
味
し
ま
す
」

こ
れ
ま
で
高
岡
七
夕
祭
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
(
川
流
し
)
の
企
画
や
東

京
で
の
観
光
物
産
展
等
へ
の
協
力
等
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
き
た
が
、

地
域
に
根
ざ
し
た
土
産
品
の
開
発
も
そ
の
一

つ
。
今
ま
で
に
開
発
し
た

瑞
龍
寺
の
瓦
の
形
の
お
守
り
、
万
葉
の
花
か
た
か
ご
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
置
物
に
続
い
て
、
ま
も
な
く
新
し
い
土
産
品
が
で
き
あ
が
る
と
い

う
。
他
に
徹
底
的
に
高
岡
に
こ
だ
わ

っ
た
観
光
本
の
作
成
、

高
岡
の
水

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
中
国
錦
州
市
の
青
年
団
体
や
白
川
郷
と
の
交
流
な
ど

の
計
画
が
進
行
中
だ
。

「
高
岡
は
富
山
と
金
沢
に
は
さ
ま
れ
た
町
で
は
な
く
、
東
京
と
大
阪

の
聞
な
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
熱

っ
ぽ
く
語
る

梶
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
が
大
変
楽
し
み
で
あ
る
。

高岡市美術館

伝
統
と
創
造
が
織
り
な
す
、

ひ
ら
か
れ
た
美
術
館
を
目
指
し
、
昨
年

九
月
、
高
岡
市
美
術
館
が
開
館
し
た
。

「
地
域
の
伝
統
を
活
か
し
な
が
ら
、
誰
で
も
気
軽
に
来
館
で
き
る
よ

う
幅
広
い
美
術
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
、
美
術
館
管
理
係
長
の

角
田
由
香
子
さ
ん
。
一

階
の
企
画
展
示
室
で
は
、

定
期
的
に
国
内
外
の

一
流
絵
画
や
造
形
美
術
の
展
示
、
伝
統
工
芸
展
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
二

階
は
常
設
展
示
室
で
、
高
岡
伝
統
の
銅
器
や
漆
器
を
含
め
た
美
術
・

工

芸
作
品
の
ほ
か
、
伝
統
の
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ず
現
代
の
優
れ
た
金
属
造

形
な
ど
を
幅
広
く
展
示
し
て

い
る
。

ま
た
、
地
階
に
は
県
内
の
美
術
館
と
し
て
は
唯

一
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

ホ
l
ル
を
持
つ
。
「
こ
こ
は
、
鮮
明
な
美
術
映
像
の
放
映
の
ほ
か
、

演
奏

会
や
美
術
家
の
講
演
会
な
ど
に
も
利
用
し
て
い
ま
す
」
と
角
田
さ
ん
。

さ
ら
に
、
中
庭
を
広
く
堀
り
込
ん
で
つ
く
ら
れ
た
グ
パ
テ
ィ
オ
H

と
呼

ば
れ
る
空
間
で
は
様
々
な
催
し
も
行
わ
れ
る
。
「
先
日
も
こ
こ
で
人
形

芝
居
や
お
絵
か
き
大
会
を
聞
き
、

子
供
た
ち
は
大
喜
ぴ
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
催
し
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
美
術
に
親

し
む
い
い
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
L

今
後

も
楽
し
い
催
し
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
だ
。

い
よ
い
よ
芸
術
の
秋
。
み
な
さ
ん
も
優
れ
た

絵
画
や
造
形
美
の
鑑
賞
に
、

気
軽
に
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

』
F

角
田
由
香
子
さ
ん

企ハイビジョンホール

1 1 



【先取り情報①】
今回から、シリーズで「とやま緑化祭」の

各会場の見どころを紹介します。

体罰富山県総合情報セッター代表取締役専務

中
沖
知
事
は
じ
め
県
職
員
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト、

マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
を
中
心
に
県
内
の
高
度
情
報
化

へ
の
取
り
組
み
に
、
日
夜

奮
闘
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
三
年
前
、
富

山
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
社
の
第
一
日
目

の
イ
ベ
ン
ト
テ

l
マ
は
、

『
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
は
、
ど
こ
へ
行
く
』

で
あ

っ
た
。
そ
の
時
は
、
「
何
の
こ
と
だ
か
わ
か
ら
ぬ
」
と
の
指
摘

を
受
け
、
次
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の

P
R
に
取
り
組
ん
だ
折
に
は
、

悦造
(全国産業高度化施設連絡協議会会長)

発田

「国
際
情
報
通
信
網
と
言

い
替
え
て
は
L

と
某
人
に
言
わ
れ
た
。
現

在
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
は
も
う
い
な
い
。

世
の
流
れ
は
早
い
。
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
言
葉
が
、
い
つ
の
間
に
か

日
常
用
語
と
し
て
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
流
れ
が
加
速

さ
れ
る
た
め
、
現
代
人
は
昔
に
比
べ
て
何
倍
も
の
経
験
を
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
ゆ

っ
く
り
味
わ
う
い
と
ま
が
な
い
く
ら
い
だ
。

田
園
で
鮒

っ
子
を
採
る
子
等
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
動
く

コ
ン

第四回全国都市制じとやまフェア

彩りとやま緑化祭'96
テーマ会場

全体会期=平成日年4月20日出 一日月 1日目)135日間

提唱=建設省 主催=富山県・高岡市・砺波市・例都市緑化基金

....メイン会場前売入場券、好評発売中・.・・

. (高岡おとぎの森公園会場・高岡古城公園会場) . 

. 多くの特典が付いたおト クなメ イン会場前売入場券が好評発売中です。 会
a 主な旅行代理底、プレイ ガイ ド、 JR駅、コ ンビニエ ンスス トアでご購入 γ 
φ いただくか、町内会などからの 「回覧申込書」により申込み下さいo .... 

1 ，. 
・ | 区牙 lゴールドパスポート|グリーンチケy卜( 当日入場券 1. 
• I (全期間通用入場券) I (前売普通入場券) I I .... ・1 大人 | 前売 2，500円 | 前売 1，200円 1，500円 |二

令 | 高校生 /1 1，200円 // 600円 800円 1・
2 |小 ・中学生 /1 600円 // 300 円 400 円 I ~
. ※ゴーjレドパスポー 卜は前売のみ(メイン会場会期中有効) L 

..・4・・・・・・・.・・・・・・・・・・・・・
000 。

E事町主E豆百øl~a.盟E霊園・・・
会 期 平成 8年 4月26日(金)-6月14日(金)

日本海側随一の総合植物園で、「みどりと科学」をテーマに開

催します。

〈主な見どころ〉

・熱帯植物から高山植物まで、世界の植物に出会うことがで

きる展示温室・ 冷室 (平成 8年 4月オープン)

・植物の宝庫といわれる中国雲南省の美しい植物や「石林の石」を活

用した庭園

・卜口ピカルフルーツも味わえる「熱帯植物を楽しむ会」

など

入 場 料 有 料

fT 

砺波チューリップ公園会場(砺波市花園町) I 

A
S
A
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...高度情報化の拠点施設、富山県総合情報センター

ピ
ュ

l
タ
ゲ

l
ム
に
目
を
輝
か
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

敷
設
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
、
多
く
の
変
貌
を
遂
げ
て

い
く
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
と
は
、
文
字
、
映
像
、

音

声
を
合
体
し
た
情
報
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
テ
レ
ビ
、

映
画
と
は
何
ら
変
わ
り
ば
え
は
し
な
い
。
こ
の
情
報
が
双
方
向
性

を
持
つ
こ
と
も

一
つ
の
特
色
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
視

覚
、
聴
覚
を
通
し
て
人
聞
の
感
性
に
訴
え
る
情
報
を
自
ら
創
作
し
、

潤
い
あ
る
社
会
の
形
成
に

一
翼
を
担
う
こ
と
に
こ
そ
意
義
が
あ

る
。
そ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て

世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
仕
組
み
自
体

も
効
率
的
で
感
性
豊
か
な
も
の
に
創
り
変
え
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
芸
術
分
野
も

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
を
顕
著
に
受
け

る
に
違
い
な
い
。
古
代
の
芸
術
が
進
化
し
て
音
楽
、
絵
画
、

書
道
等

そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
枝
分
か
れ
し
て
い

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代

の
到
来
に
よ
り
、
鮭
、
鱒
が
母
川
に
帰
る
よ

う
に
芸
術
も
再
び
昔
の
姿
に
統
合
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
。
そ
れ
が
人
間
の
本
性
に
あ

っ
た
芸
術
で
は
な
か
ろ
う

カ
高
度
情
報
化
社
会
の
中
に
あ

っ
て
関
連
業
界
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
技
術
革
新
に
し
の
ぎ
を
削
り
日
進
月
歩
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
を
活
用
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
、
や
や
も
す
れ
ば
、
遅
れ

が
ち
と
な

っ
て
い
る
。

ハ
ー
ド

の
名
器
が
出
来
上
が

っ
て
か
ら
、
こ
れ
に
ど
ん
な
料
理

を
盛
る
か
と
迷

っ
て
い
る
よ
う
で
は
、

せ

っ
か
く
の
名
器
も
泣
き

出
し
て
し
ま
う
。
主
客
転
倒
で
あ
る
。
世
の
中
に
は
、
得
て
し
て
実

よ
り
形
が
先
行
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
世
の
移
り
変
わ
り
の

速
さ
の
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

ハ
ー
ド
を
利
用
す
る
優
れ
た
情
報

シ
ス
テ
ム
の
確
立
こ
そ
肝
要
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
ひ
と
ご
と
で
は
な
い

。
ま
し
て
や
メ
ー
カ
ー

は
ん
ち
ゅ
う

や
技
術
者
の
範
曙
に
と
ど
ま
る
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
現
在
社

会
の
各
シ
ス
テ
ム
を
熟
知
し
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
県
民

一
人
ひ
と

り
が
、
高
度
情
報
化

へ
の
舵
取
り
、
推
進
役
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
こ

の
頃
で
あ
る
。

8花と緑の
カルチャー教室
講師大募集ノ

「彩りとやま緑化祭'96Jでは、

皆様が花や緑を楽しみながら

緑化の大切さを学ぶごとができるよう

r(仮称)花と緑のカルチャー教室」を開催。

この教室の講師をしていただける方を

募集します。

⑧ 平成 8年 4月20日出-5月6日(月)

⑧ 平成 8年 8月10日出ー 8月31日出

砺波チュー リップ公園や富山県花総合セン ター (エレガガー

デン)、チューリップ四季彩館 (平成 8年 4月オープン)で、 「み

どり と産業」をテーマに開催し ます。

〈主な見どニろ〉

⑧ ・百万本を超えるチューリ ップが咲きほこる

「チュー リップフェア」

・チュー リップのすべてが介るメインパビリオ ン

「チュー リッフ。四季彩館」

・市民参加のふれあい花壇などが楽 しさを盛り上げる

「遊びのエ リア」 など

・15，000株のカンナが咲き乱れる「カ ンナフェステ ィパル」

.誰でも気軽に参加できるイベン 卜いっぱいの

「となみ夢ま つり 」

.散居村の花と緑に出会うことができる

「散居村ウオ ークラリ ー」 など

⑧大人 700円 小・中学生 300円

⑧ 無料

(注)チューリッフ四季彩館は別途有料

望't.

テーマ会場

⑧ 

期

入場料

開催 会場

開 催 期間

ベランダ国芸、フラワーアレンジメント、

生け花など花と緑に関する講座

高岡おとぎの森公園会場

当会場の会期中

(平成 8年 7月12日-9月1日)

応募締切 平成 7年 11月30日体)

申込み・問合せ

B 0 7 6 6 -25-1 5 1 0 

全国都市緑化とやまフェア事務局

干 933 高岡市本丸町 7-1 (本丸会館内)

講座の種類
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コ一
O
O
X年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

提
案
応
募
締
切
り
迫
る

「二

O
O
X年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
提
案
募
集
も
、

い
よ
い
よ
締
切
り
間
近
と
な
り
ま
し
た
。
住
ん
で
い
た
い
、
帰
り
た

い
、
そ
し
て
も
っ
と
楽
し
い
富
山
に
す
る
た
め
の
提
案
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
り
平
成
7
年
叩
月
引
日
ω

問
合
せ
2
0
7
6
4
1
M
l
9
6
9
0

「二

O
O
X
年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

委
員
会

第

m回
富
山
県
ウ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

女
性
美
術
展
作
昂
募
集

日
月

l
白
か
ら

5
日
ま
で
富
山
県
民
会
館
美
術
館
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
す
る
第
問
団
富
山
県
ウ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
女
性
美
術

展
へ
の
出
昂
作
口
聞
を
募
集
し
ま
す
。

部
門
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
の
5
部
門

資
格
県
内
在
住
の
伺
歳
以
上
の
女
性
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。
(
過
去
に
出
品
さ
れ
た
方
も
応
募
可
)

作
品
に
規
定
の
申
込
書
を
付
け
、
川
月
刊
ω
日
ω
午

後

|

時

i
午
後
6
時
ま
で
に
展
示
会
場
に
直
接
お
持
ち
下
さ

い
。
出
品
料
は
無
料
で
す
。

富
山
県
芸
術
文
化
協
会

8
0
7
6
4
1
引
l
8
6
3
5

応
募
方
法

問

合

せ

内
線

2 
3 

平
成

7
年
度
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

容
「
今
、
問
わ
れ
て
い
る
私
た
ち
の
く
ら
し
ー
消
費
の

原
点
を
さ
ぐ
る
l
」

師

側
ア
イ
デ
ィ
ア
・
パ
ン
ク

代

表

取

締

役

社

長

佐

橋

慶

日

時

日

月

8

日

附

午
後
|
時
初
分
か
ら

開
催
場
所
マ
リ
エ
と
や
ま
7
階
オ
ル
ビ
ス

募

集

人

員

一

般

県

民

約

2

0

0

名

受

講

料

無

料

問
合
せ
・
申
込
み

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
干
9
3
0
富
山
市
安
住
町
7
|
同

(
富
山
安
住
町
第
一
生
命
ビ
ル
内
)

2
0
7
6
4
認

2
9
4
9

困
0
7
6
4
引
2
6
3
ー

内講

『
富
山
県
ウ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』
開
催

「
第
日
回
国
民
体
育
大
会
(
二

0
0
0年
園
体
)
開
催
内
定
記
念
」

第
市
田
富
山
県
ウ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

入
場
は
自
由
で
す
の
で
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。
(
体
験

コ
ー
ナ
ー
は
応
援
の
方
も
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
方
式
で
す
。
)

時

H
月
円
日
目
午
前
9
時
か
ら

所
大
沢
野
小
学
校

場日-・R;江f.'F-.乳育íJl~:~孟~_._
・県政について

県民相 談

『第
8
回
健
康
と
長
寿
の
祭
典
』

開
催

14 

........................•............. . ..........••••• .................................................................................. 

「
第
四
国
花
と
緑
の
大
会
」

開
催

............................................................................................. 

引
世
紀
に
向
け
て
「
日
本
一
の
健
康
黒
」
と
「
い
き
い
き
と
し
た
長

寿
社
会
」
の
実
現
在
め
ざ
し
、
一
般
県
民
を
対
象
と
し
て
、
い
き
い
き

と
や
ま
・
第

8
回
健
康
と
長
寿
の
祭
典
、か
開
催
さ
れ
ま
す
。

日

時

川

月

8

日

ω

3

9

日

同

旧
時

i
凶
時

場
所
富
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
、
ー
階
ロ
ビ
ー
ほ
か
。

内

容

8

日

表

彰

、

記

念

講

演

9
日
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
、
老
人
若
返
り
祭
り
芸
能
大
会
等

両
日
保
健
・
医
療
・
福
祉
や
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
、
研
修
等

例
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
財
団

8
0
7
6
4
1
犯
1
6
0
1
0

花
と
緑
の
銀
行
の
活
動
内
容
や
成
果
を
発
表
し
、
花
と
緑
の
県
土

づ
く
り
へ
の
機
運
在
高
め
る
た
め
「
第
四
回
花
と
緑
の
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

日

時

内場

容所

平
成
7
年
川
月

μ
日
ω

日
時
初
介
r
〉
同
時

富
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

.
花
と
緑
の
功
労
者
表
彰

・
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰
(
山
部
門
)

・
花
と
緑
の
体
験
発
表
(
福
光
町
花
と
緑
の
推
進
協
議
会
、

大
沢
野
町
入
木
山
花
づ
く
り
同
好
会
ほ
か
)

例

花

と

緑

の

銀

行

宮

0

7

6

4

l
u
w
l
2
4
2
5

問
合
せ

富
山
県
[
立
山
博
物
館
]
特
別
企
画
展
お
よ
び
講
演
会

特
別
企
画
展

テ
ー
マ

「
大
陸
の
か
け
ら
富
山
立
山
が
で
き
る
前
に
|
」

岩
石
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
数
億
年
前
の
富
山
・
日

本
・
地
球
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
7
年
川
月
7
日
出
3
川
月
山
日
同

(
期
間
中
、
月
曜
日
及
び
川
月
川
日
・
日
月

μ
日
は

休
館
。
日
月
4
日
は
開
館
。
)

場

所

立

山

博

物

館

展

示

館

・

企

画

展

示

室

企

画

展

観

覧

料

一

般

|

O

O

円

高
・
大
学
生
8
0
円

小
・
中
学
生
5
0
円

A

宝

期

問
合
せ

「
秋
の
薬
草
に
親
し
む
会
』

開
催

特
別
企
画
展
講
演
会

「
地
球
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
、
地
球
は
ど
の
よ
う
な
進
化
を
遂
げ

た
の
か
」
の
謎
に
つ
い
て
、
最
新
の
地
球
科
学
が
ど
こ
ま
で
明
ら
か

に
し
て
い
る
の
か
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

演
題
「
四
十
六
億
年
地
球
は
何
を
し
て
き
た
か
」

講
師
丸
山
茂
徳
(
東
京
工
業
大
学
教
授
)

日

時

平

成

7

年

目

月

日

日

同

午
後
二
時
か
ら

富
山
県
民
会
館

無
料

立
山
博
物
館

場

所

参
加
費

問
合
せ

8
0
7
6
4
1
引
ー
ー
2
1
6

薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
薬
草
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

次
の
と
お
り
「
秋
の
薬
草
に
親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
川
月
幻
日
働
午
前
9
時
初
介
3
午
後
3
時
初
分

場
所
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
(
上
市
町
広
野
)

内

容

午

前

講

義

「

薬

草

の

使

い

方

」

午
後
講
義
「
身
近
な
薬
草
の
育
て
方
」

薬
草
標
本
園
の
見
学

定

員

印

名

参

加

費

無

料

携
帯
品
筆
記
用
具
・
昼
食

問
合
せ
・
申
込
み

富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

包

0
7
6
4
1
花

l
o
8
0
-

種

目

四
人
制
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
他
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ダ
ー
ツ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

富
山
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会

(県
庁
体
育
課
内
)
宮
0
7
6
4
1
M
m
l
3
4
6
|

『
特
産
王
国
と
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

開
催

問
合
せ

旅
券
法
の
改
正
に
つ
い
て

一
般
旅
券
の
手
続
き
が
、
平
成

7
年

H
月

1
日
以
降
申
請
分
か
ら

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

(子2) (1) 

5期等般旅の
内

の併記
容

買きかで奇M の旅券事後lこ⑫歳未満はB量力でき主主wl旅券の同時に① 歳未満は15 
年間5 

改正

月リ

併親併親

廃止

手 ののみすると 5 選択のをでき 5 

正後改

問
合
せ

富
山
県
旅
券
セ
ン
タ
ー

2
0
7
6
4
ー
の
1
4
5
8
1

県
内
の
農
畜
水
産
物
や
伝
統
工
芸
ロ
聞
な
ど
の
特
産
ロ
聞
を
一
室
に
集

め
て
展
示
・
即
売
し
ま
す
。

ま
た
、
も
ち
つ
き
大
会
、
特
産
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
併
せ
て
開
催
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
平
成
7
年
同
月
同
日
ω
1
日
日
目

会

場

富

山

産

業

展

示

館

(
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
)

問
合
せ
特
産
王
国
と
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

(
県
庁
生
産
振
興
課
内
)
2
0
7
6
4
1
Mm
l
3
2
8
2

『
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
運
動
」
実
施

問
月

1
日
か
ら
け
月

l
日
ま
で
は
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
運
動
の

実
施
期
間
で
す
。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
乱
用
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん

家
庭
を
破
壊
す
る
‘ば
か
り
で
な
く
、
各
種
の
犯
罪
を
増
加
さ
せ
、
社
会
に

計
り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
を
撲
滅
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
県
民
が
薬
物
乱
用

を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
る
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問

合

せ

県

庁

薬

務

食

品

課

2

0

7

6

4
1
M
l
3
2
3
4

m月
は
『
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」
で
す
。

固
と
県
で
は
、
高
年
齢
者
雇
用
の
気
運
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
「
高

年
齢
者
雇
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
お
よ
び
「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
大

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

高
年
齢
者
雇
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(
E会
場
)

・
J

R
富
山
駅
前
川
月
4
日
附

午
前
川
時

・
J

R
高
岡
駅
前
川
月
6
日
制

午
後
4
時

高
年
齢
者
雇
用
促
進
大
会

日

時

叩

月

同

日

附

午
後
|
時
初
分

会

場

富

山

県

民

会

館

4

0

1

号

室

問
合
せ
県
庁
職
業
安
定
課
8
0
7
6
4
1
糾

1
4
5
6
5

-物価ダイヤル

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話く

ださい。 fi(0120) 16-7400 (県庁県民生活課内)

・消費生活については

消費生活センター

富山市安住町 7-18安住町第一生命ビル内

(一般相談は) 合 (0764)32-9233 
(金融相談は) 宮 (0764)32-3252 

消費生活センタ一高岡支所

高岡市本丸町 7-1:本丸会館内

・~通事畝については
富山県交通事故相談所東別館 1階
fi (0764) 31-4111内4400
・相談 110番
家庭問題 ・悪質商法 ・覚せい剤など、どんな相談に

も応じます。ヨニ ワルイヒトナシ

fi (0764) 4 2 -0 1 1 0 
・シルバー110番
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南町 5-14 社会福祉会館内

包 (0764) 4卜 41 1 0 
・よい子の育児電話相談

子育てに関して心配や悩みはありませんか。どんな

ことでもお気軽にお電話ください。

E (0764) 3 3 -4 1 5 0 (県庁生涯学習室内)

E歪 $0$'，..=~-~ 
見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

・テレビ広報

・チューリップテレビ 毎週土曜日刷9:25-日:40 
「ふるさとトーク」

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9 : 00-9 : 30 
'112万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

・北日本放送

毎週日曜日馴 11:00-11 
「こんにちは富山県です」

10ハ 今日は国勢調査の日

101日 面白スポット立山山麓

10/15 さわやかな景観づくり

10/22 開催内定 20凹年国体

101印私たちのふるさとづくり

・ラジオ広報

.FMとやま「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をクリアなサウンド

でおとどけします。

毎週月~金曜日 AM 9 : 50-9 : 55 
・新聞広報

・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日

毎月第E、最終土曜日

「県からのお知らせ」

-酋Ir ~ llitUulJ! IT(:ι・・
日曜日 献血場所 時間

2木 大沢野町役場前 12 : 30-16 : 00 

3金 氷シ見ョ市ッ「ピ八ンッグピーセンタウターン氷前見」 1 0 : 00-16 : 00 

5 日 福野町文化創造センター 1 0 : 00-16 : 00 

B水 氷見市役所前 12 : 30-16 : 00 

12 日 富山市中央通り 1 0 : 00-16 : 30 

14 火 大山町役場前 12 : 30-16 : 00 

18 土 J円富山駅前 1 0 : 00-16 : 30 

19 日 富山西武デパート前 1 0 : 00-16 : 30 

22 7.l< 婦中町役場前 12 : 30-16 : 00 

26 日 黒部ショ市ッ「ピメルンクシ、ーセJンター前 1 0 : 00-16 : 00 

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞・
テレビの街頭献血案内等でご確認下さい。

。富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日及び第 2.第
4日曜日も関所し(祝祭日除く)、献血を受け付けていま
す。(受付時間S: 00-16・45)
富山県赤十字血液センター

富山市飯野田ー1TEL (0764) 51-5555 

富山市新総由輪ト7(県庁内)

包(0764)31-4111刊
31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父 211(総合庁舎内)

fi (0766) 21-9411附
魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)

fi (0765) 24-5311刊
砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

fi (0763) 33-5151附

fi (0766) 25-2777 

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

~舟橋村~

30 

15 



お
答
え
し
ま
す

喜

S
し
の
申
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問

入善町

!月
程々の舞

@@  @ @ @ @ 
花
び
ん
の
中
に
叩
円
玉
を
入
れ
て
お
く
と
、
花
が
長
持
ち
す
る

と
聞
き
ま
し
た
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
?

花
、
び
ん
に
差
し
た
花
の
切
り
口
に
バ
ク
テ
リ
ア
が
繁
殖
す
る
と
、
水

が
揚
が
ら
な
く
な
っ
て
、
花
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
花

び
ん
に
叩
円
玉
を
入
れ
る
と
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
銅
イ
オ
ン
が
微
量

ず
つ
溶
け
出
し
、
バ
ク
テ
リ
ア
が
繁
殖
し
に
く
く
な
る
の
で
、

必
然

的
に
花
が
長
持
ち
す
る
の
で
す
。

通
常
、

叩
本
ぐ
ら
い
入
る
花
び
ん
な
ら
ば
、

2
、

3
枚
の
叩
円
玉

を
入
れ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

+
b、h
J

5
年
前
に
買
っ
た
石
け
ん
が
棚
か
ら
出
て
き
ま
し
た
、
か
、

使
え
ま
す
か
?

ま
だ

薬
事
法
で
、
洗
剤
類
の
品
質
の
保
証
期
間
は
「
未
開
封
の
状
態
な
ら

3
年
間
」
と
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
3
年
を
週
ぎ
る
と

色
、
に
お
い
な
ど
が
徐
々
に
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
基
本
的
に
成
分
は
変
化
し
な
い
の
で
開
封
、
未
開
封
に
か
か
わ

ら
ず
使
う
こ
と
は
で
き
ま
す
。

家
庭
で
栽
培
し
て
い
る
「
ぶ
ど
う
」
に
、
農
薬
な
ど
を
か
け
た
覚

え
も
な
い
の
に
白
い
粉
の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
ま
ま
食
べ
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
?

こ
の
白
い
粉
の
よ
う
な
も
の
は
ブ
ル

l
ム
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
「
ぶ

ど
う
」
が
水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ
た
め
に
自
ら
出
す
も
の
で
、
成
分
的

に
は
ケ
イ
酸
が
主
成
分
で
そ
の
他
は
糖
の

一
種
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
無
害
で
す
。

「ぶ
ど
う
」
の
ほ
か

「か
き
」
「
す
い
か
」

「き
ゅ
う
り
」
な
ど
で

も
ブ
ル

l
ム
が
み
ら
れ
ま
す
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(お
)
2
7
7
7

(犯

)
9
2
3
3

16 

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
は
本
能
派
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
理

性
派
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
と
い
う
。
本
能
派
の

選
手
は
、
乗
せ
た
ら
恐
い
が
ム
ラ
が
あ
る
。
理

性
派
の
選
手
は
、
安
定
し
て
い
る
が

F

爆
発
d

す
る
こ
と
は
少
な
い
。
天
才
肌
を
好
む
日
本
人

は
前
者
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
だ
。
長
嶋
茂
雄

が
い
い
例
だ
が、

監
督
と
し
て
は
野
村
の

l
D

野
球
に
軍
配
が
上
が

っ
た
:::。

さ
て
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
の
秋
島
さ
ん
と
水
上
さ
ん
は

ま
さ
に
こ
の
ニ
タ
イ
プ
だ
が、

戦
う
と
全
く
互
角
と
か
。

ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
は
、
ス
ポ

ー
ツ
界
永
遠
の
謎

で
あ
る
。
(
K
)

取
材
先
で
、
夢
中
に
な

っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
語

る
姿
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
自
分
に
気
が
つ
き
、
ハ
ッ

と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
自
分
に
は
そ
う

い
う
も

の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
自
問
。

い
よ
い
よ
秋
。
自
分
で

夢
中
に
な
れ
る
も
の
を
見
つ
け
る
に
は
い
い
季
節
で
す

ね
。
今
年
こ
そ
は

、
食
欲
の
秋
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
(A
)

本
誌
先
月
号
の
編
集
後
記
か
ら
、
再
び

(
Y
)
の
文
が
消

え
た
。
今
度
こ
そ
、
本
当
に
降
板
か
7

そ
ん
な
思
い
が

ち
ょ
い
と
よ
ぎ
り
寂
し
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ

っ
た
読
者

も
き
っ
と
い
た
に
違
い
な
い
と
信
じ
た
い

!

(今
度
消
え
た
ら
本
当
に
降
板
の

Y
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真
を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 

センチ)でプレゼン卜します。希望される
方は、 官製ハガキで下記の様式でお申し込
みください。， ，月24日消印有効です。

日団団圃固固

写富

10 真プ県山

月レ広
号ゼ報
係ン課
あ ト
て

ーーーーーーー園田ーー ーーー ー・ーーー

氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

ーん
々
に
?
?
?
以
¥

一

.

.

.

.

.
 笑
顔
を

6
4
Cら
す

期 たが れら きた樽の 野 天じ 日
を祭と栄と なは 。 り を香原中狗ら祭二入
終えりいえこい思終始 編枕りにでのれり晩善

を説うたろ有難わ しにに 遊 び も舞るのに町
た 楽 平安期 で 笑す無た寝引 人、の舞わの
安堵感と刊?しが 、い 言り込きに々笠は台た新
どむ Z こもいでしん寄出の踊、とつ屋
人 かれの声あてでせた人り御みなて地
々だ ら ら だ が る そ し ら酒気な寄る、区

、のが蓄期 のとおがのまれ 好をど の天や
実 i耳 、 天いこそ天狗う 、吉住畢実りは狗中舞を桐きA • 
豊りの定 狗舞うU るの 口 おの にや、 山

ぼかの 。ユかす目天める不まノ 女舞 地
かのな偲頃をや ζl らる当狗が mり 性 い 区
秋なを とこ 獅 のモ酒樽とて でたを心など

しと 品 舞ア 、の 、 があち依と
たはん言 はたを別酒ど逗るに頼しで

祝気持ちう笑顔 申lだの 各落 つ取のをこ々 。 ょしたは
つ 人起 ぷり二見か る た 珍

かて 々源 り上人つらの 手地し十

らいがに でのげのけと手 踊区単事 月
はな三つ も身て天て も と り内 十

が 、 い百い 一ぶし狗しな く 呼 、の 四
信 忙 。 年 て 、 りまがた ば 獅家存日

し ほは 二にう現た 漂 れ 子々わと
っ か ど、 軒、とれかつる 起 の 十
てつ 前こ し易い、にて天 こ庭れ五

iた にの か 品書 懇飲〈狗 し先そ白
農繁 始付近 舞わ 人 願みる 、 。 の

。 め かし酒酒寄小演二
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7
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企
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発
行

富
山
県
企
画
部
広
報
課

富
山
市
新
総
曲
輪
1
1
7

告
別
1
3
1
3
1
(県
民
相
談
電
話
)

(1)マナピィステージ (大・小ホール)

14日 11 :00 オープニングイベント 式典、吹奏楽創作ダンス等

13:00 県社会教育大会 地域づくり活動事例の発表等

18:00 ふるさと富山徹底ディベート ゲス卜宮尾すす仁

15日 10:00 リフォームファッションショー 市民の手づくりファッション

13:00 県民カレッジ、フェスティパjレ 映画監督篠田正浩の講演他

14・10:00 マナピィスァージ 新川地区市町他の各種団体に

15日 よる舞台発表

昨年度の第 6回全国生涯学習フェスティパル
に引き続き、今年から富山県民生涯学習フェス
ティパルが開催されます。
テーマは「人から人ヘ、心力、ら心ヘ、生涯u楽、、

習」。生涯学習に関する交流・体験型のイベント
を多彩に展開します。学び心と遊び心で、学習
ネットワークを広げましょう。

F
A
X
M
1
3
3
0
0
(県
民
椙
談
フ
ァ
ッ
ク
ス

(2)マナビィサロン(展示ホールほか)

14日 13:00 自遊塾チェーンレクチャー 県民教授による連続ミニ講座 | 
15日 10:00 ふるさと映像フェスティバル 県民の自作ビデオ作品上映等 |

13:30 郷土文化講座 富山の歴史、文化の講演会

14・10:00 にいかわフンド 新川の自然や文化を実感

15日 ふれあい工房 気軽に参加できる体験工房

小中学生絵画展 少年少女が描く郷土の未来

消費生活展 暮らしに役立つ情報あれこれ

職業能力開発フェア 職業能力開発相談に応じます

余暇診断 あなたのゆとり度を診断

放送大学展 放送大学の講座紹介等

(3)マナビィ広場(イ ベント広場)
手話講習、工作教室、奇術、スカウ卜キャンプ、地震体験、警察展、お茶席など

10月 14日出、15日(日)

新川文化ホール

(0円魚津駅から無料シャトルパス運行)

場

印
刷

チ
ュ
i
エ
ツ


